第9回IAF総会

国立オリンピック記念青少年総合センター

2004年9月8日 – 12日

総会議事録
総会第1日目
2004年9月8日（水）
0. 

開会
0.1. 

IAF会長による総会開催が伝達された。
1. 

IAF会長植芝守央道主によりIAF第9回大会の公式開会
1.1

植芝守央道主は歓迎の言葉、並びに意義を再認識した。
2. 

IAF理事長による開会の辞
2.1. 

IAFビーターゴールズベリ理事長が語った総会の重要点は規則に置くが規則はあくまでも組織のただの骨組みである。規則は現実に即したものでなければならない。会員間の異なる意見を調整することに向かって協力せねばならない。規則編集委員会に対して感謝を述べ、将来のIAFのビジョンのためワーキンググループを作ることを提案した。
2.2. 

IAFと強い関係をもつ重要な二人の合気道師範に一分間の黙祷を捧げた。高等評議員有川定輝師範、第２副理事長と合気会アルゼンチンの主席指導者、宮左和賢三師範の御二人である。
2.3. 

合気会本部道場を代表して、合気会本部道場国際部部長の米持英夫氏に総会への挨拶を求めた。
2.3. 1

米持氏は非メンバーの数が現メンバーを上回っていることを指摘した。本部道場はIAFに対して干渉する立場には無いものの合気道精神上、全ての合気道修行者を迎え入れるべきだ。この様な言動は前向きな姿勢であり、協調を満たすものであると確信するものである。以上の事は開祖の遺志であり、それを継ぐものは平和共存のため心すべきことである。
2.3.2

理事長は米持氏に御礼を述べると共に会員に配布すべく文章で提出して頂きたいと注文した。
2.4. 

理事長は議事進行に於ける規則を確認した。
2.4.1. 

発言者に対し、発言時間3分以下の厳守。また通訳に要する時間を確保しなければならぬ。
2.4.2. 

理事長は投票方法として下記を提案した：明らかに同意される問題事項には理事長が反対意見の有無を問い、なければ決定されたと見なす。他の問題事項に関して、投票は挙手または国別に賛否を問う、但し3名以上の要求があれば秘密投票とする。
2.4.3. 

理事長は会議に略装での出席で結構ですと述べた。
3. 

公式点呼 (NB. All the names, correctly spelt, need to be added.)
事務総長が公式点呼を取った。下記名はIAF会員及び代表が出席。
会員


代表1


代表2

1) アルゼンチン

チリに委任
2) オーストラリア
菅野誠一

Haman

3) ベルギー

G. van Rossem

Y. Pierlot

4) ブラジル

西田　孚M. Nishida

5) ブルガリア
　　　　A. Aleksiev

H. Michaylov

6) チリ　

J. Rojo


Mrs. M. Rodriguez

7) チェコ
8) ROC台湾
　　　　P.C.N. Lee

H.H. Wang

9) フィンランド

J. Loomo

10) フランス


11) ドイツ

R. Hofmann

12) イギリス
　　　　シンガポールに委任
 

13) 香港　　　　　
S.J. Kennedy

Mrs. A. Lee Wai Ying


14) アイルランド

J. Rogers

15) インドネシア


16) イタリア

F. Zoppi
 

17) 日本　

荒井俊幸
18) ルクセンブルグ
モナコに委任
19) マカオ


20) マレーシア

山田惇

山田喜美子
21) メキシコ

M. Moreno

A. Moreno

22)モナコ

田村信喜
23) オランダ

Mrs. P. Suyl

R. Berretty

24) ニュージーランド
高瀬信夫

B. Orr

25) ノールウェー

Mrs. M. Brude

26) パラグアイ


27) フィリピン

J.R. Vincente Lim
　　　　J.C.M. Hubilla

28) ポーランド

J. Pomianowski

29) ポルトガル

F. Leotte

30) シンガポール

H. Ng Cheng Kan

J. Tee

31) スロバキア
32) スエーデン

J. Fagerlund

Mrs M. Mossberg


33) スイス



34) タイ

　　　　深草基弘

P. Chittaputta


オブザーバー (NB. The names of the organizations must be added.)

1 レバノン
2 ロシア
3 USA

4 セルビア、モンテネグロ
5 トルコ
6 パナマ
4. 

議題の確認

4.1. 

理事長は議題に変更の提案をした。会議議事表をご覧くださいと述べた。なるべくその議事通りに進めることを提案した。第一日目は事項1 - 13。そして第二日目と第三日目は規則と会計監査に関すること。第四日目は事項16 - 18. 最終日は事項19 – 21。
4.2. 

財務総長は事項15を第四日目へ変更を申し出て、了承された。
4.3. 

事務総長は仮議題ページ番号表示の誤りに対して詫びた。そして各自で訂正を依頼した。
4.4. 

オーストラリア代表は新規会員が参加できるようにするため、事項18を前に繰り上げる事を提案した。その理由は：
4.4.1. 

この会議に出席するために遠路を旅している;

4.4.2. 

よって、協議に参加すべきである
4.4.3. 

IAFとは会員の親交であって、排他すべきではない
4.5. 

事前に役員会にてこの要求を検討したと、理事長は指摘した：
4.5.1.

新入会員問題は会議の始めでなく最後の議題として取り扱われるのが常である。
4.5.2. 

この場は候補者がIAFを知り得る機会であり、それに非公式にIAF会員が候補者に接する良い機会である。
4.5.3. 

議題項目の順序変更は前例なく、この場に於て保障されるものではない。
4.6.

総会において議題の変更を有すると理事長は表明した、検討の機会は与えられるものの時間的制限がある。
4.6.1.

総会は友好のみに止まらず組織として責任を持って会合に臨むべきであるとデロム氏（第5副理事）が述べた。
4.7. 

妥協案としてオブザーバーは発言することは出来るが投票権は有せずとオーストラリア代表者は述べた。
4.8. 

オブザーバーに対する「方針に含有」され、過去から引続いてきている事は理事長が指摘した。
4.9. 

オーストラリア代表による提案は、賛成７、反対24、棄権1。
4.10. 

オブザーバーの地位と発言する権限を理事長が再確認した。
5. 

会計監査の選定
5.1. 

スエーデンとチリが自発的に申し出たと理事長が指摘した。3ヶ国目の候補者を呼びかけた。
10時18分に休息が入った。
5.2. 

理事長はマレーシアが名乗り出たと述べた。
6. 
第8回総会議事録及び2002年IAF役員会決議承認
6.1. 

第8回総会議事録は満場一致で承認された。
6.2. 

2002年スエーデンで行われた役員会決議も異議なしで認められた。
7. 
第8回総会議事録及び2002年IAF役員会決議から生じた問題
7.1.
 
上記に付き、第8回総会議事録及び2002年IAF役員会決議から生じなかった。
8. 
理事長と事務総長の報告書
8.1. 

理事長と事務総長の報告書は異議無く承認された。
8.2. 

磯山師範（専門委員）は専門委員からの報告書も承認されることを提案した。
8.3. 

理事長は専門委員からの報告書は総会による承認は必要ないと指摘した。
9. 

専門委員報告書
9.1. 

磯山師範による簡潔な報告に対して、質問がないかと聴いた。
9.2. 

質問なし。
10. 

財務総長報告書
10.1. 

財務総長報告書は総会での承認書が後日に必要と理事長は指摘した。
10.3. 

財務総長より会員に詳細で説明。
10.4. 

会員が充分検討出来るよう早めに会計報告書を提示してもらいたいとオランダ代表が要望した。
10.5. 

スエーデンから三つの質疑あり：
10.5.1. 

総会において会計報告を含め、会計年度の変更は可能か否か。
10.5.1.1. 

財務総長は一理ありとし、しかしIAF規約の変更を要する。
10.5.2. 

未払い会員費はいくらか。
10.5.3. 

各国の経済状況により会員費の調整は可能か否か。
10.6. 

役員会に於いてその質問に付き検討することを理事長は約した。
10.7. 

アイルランドの代表曰く報告書に於ける支払い会員数と投票会員数が異なっている事はどういうことか。
10.8. 

事務総長は支払済会員リストを配布すると伝えた。
10.9. 

カナダ、フィンランド、ギリシャ、韓国、マカオ、メキシコ、モロッコ、ノルウェーイ、パラグアイ、フィリピン、ウルグアイ、米国、が未払い国と事務総長が名指した。
10.10. 

15項目の議題の元で総会における現書類と理事長が指摘した。マレーシアの代表は米国が辞した時、未払があったかどうか。
10.11.1. 

米国が会員を止める時点以前の未払い分である、会員を辞した後の期間では無いと理事長が答えた。
12時閉会
